
第 回国際助産師の日の

つどい in千葉

●テーマ 今だからこそ見つめた

い いのちの力

●日時 6月4日(土)

10：00－13：00

●会場 千葉市総合保健医療センタ

ー5階(千葉市美浜区幸町1-3-9)

●プログラム 基調講演「お産から

みる“いのちのすがた”」巻田則子

(マキタ出張専門助産院院長)／シン

ポジウム「いのちを信じるというこ

と」太田亜津子，武田智子，千脇厚

子，斉藤真紀子／他，県内各地での

活動の展示や相談タイムもありま

す。

●参加費 無料

＊要申し込み(5月31日必着)

●申し込み方法

氏名，年齢，お住まいの市町村，連

絡先(電話等)，人数を下記まで連

絡してください(団体の場合は団体

名も)。

●申し込み先

e-mail：kj＠chibashi-mw.net
 

FAX：043-206-5002(そら助産院)

はがき：〒260-0031千葉市中央区

新千葉2-16-5 おおた助産院宛

第 回国際家族看護学会

●テーマ 家族看護の可視化：知の

構築から実践へ

●日時 6月25日(土)－27日(月)

●会場 国立京都国際会館(京都市

左京区宝ヶ池)

●プログラム(日本家族看護学会第

18回学術集会と合同開催)

・国際家族看護学会会長講演「遺伝

子学を家族看護学研究と教育に統合

する」Marcia Van Riper(ノースカロ

ライナ大学チャペルヒル校，アメリ

カ)

・第10回国際家族看護学会大会長

講演「苦悩する家族を支援する：プ

ログラム開発と臨床試験」(仮)森山

美知子(広島大学)

・オープニングスピーチ「日本の家

族」前原澄子(京都橘大学)

・家族看護学会誌(国際)編集員講

演「Return of“Intimate Outsider”―

家族看護研究における最新トレンド

と論点」Lawrence H.Ganong(ミズ

ーリ大学，アメリカ)

・基調講演「WHOヨーロッパ・フ

ァミリー・ヘルス・ナース・プロジ

ェクト：立案，実行，評価」Bente
 

Sivertsen(デンマーク看護婦協会会

長，元WHOヨーロッパ看護・助産術

プログラムポリシーアドバイザー)

・特別講演「患者と家族の絆：仏教

にみる死と慈愛」鍋島直樹(龍谷大

学)

・パネルディスカッション「家族看

護における苦悩とスピリチュアリテ

ィに関する異なる視点」小西達也

(チャプレン，東札幌病院)，Lorraine
 

M.Wright(カルガリー大学，カナダ)

・特別セッション「家族看護の可視

化の学問的戦略：日本の家族看護の

発展 どのように日本家族看護学会

は設立されたか」石垣和子(千葉県

立保健医療大学，日本家族看護学会

理事長)／「世界における家族看護

の優れた実践」Janice Bell(カルガ

リー大学，カナダ)／「アジア各国

での家族看護」

・メインセッション①「家族看護学

のカリキュラム構築：学部教育」

Donna Miles Curry(ライト州立大学，

アメリカ)／②「家族看護の上級看

護実践のための大学院教育方法」法

橋尚宏(神戸大学大学院)／③「家族

看護の観点からのプライマリヘルス

ケア：ヨーロッパのアプローチ」

(現在調整中)／④「家族との面接技

術：いかに技術を様々な場面に応用

するか，いかに基礎技術を超えて発

展させるか」Maureen Leahey(カル

ガリー大学，カナダ)，Sandy Harper
 

Jaques(カルガリー大学，カナダ)

・CEOラウンドテーブル「家族看

護の新しい方向：家族看護の未来」

●参加費 4万円(IFNA非会員)／

3万6000円(IFNA学会員)

●問い合わせ・申し込み先

(株)JTBグローバルマーケティング

アンドトラベル「第10回国際家族

看護学会」係

〒140-8604東京都品川区東品川2-

3-11

TEL：03-5796-5445

FAX：03-5495-0685

e-mail：ifnc2011＠gmt.jtb.jp

学会ホームページURL：http://www.

ifnc2011.org/japan/index.html

オンライン申し込み受付中。

＊申し込み期限：5月20日(金)

第 回日本母子看護学会

学術集会

●日時 7月9日(土)
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●会場 九州大学病院地区 コラボ

ステーション 視聴覚ホール(2階)

●テーマ ストップ・ザ・虐待

●プログラム

大会会長講演「ストップ・ザ・虐待

―高まる助産師への期待，つながる

組織」平田伸子(九州大学大学院医

学研究院教授)／一般演題口演／理

事長基調講演「今，求められる助産

診断―心理・社会的側面の診断力を

高めるために」齋藤益子(東邦大学

教授)／シンポジウム「虐待予防に

向けてどう診断するか―助産診断の

開発」上野恭子(浜の町病院看護師

長)，濱嵜真由美(国際医療福祉大

学福岡看護学部准教授)，寺田恵子

(めぐみ助産院院長)／イブニングセ

ミナー「女性の健康支援～新しい月

経困難症治療薬ヤーズ配合錠」堂地

勉(鹿児島大学医学部教授)

＊イブニングセミナーは先着200

名・軽食付

●参加費 会員4000円，非会員5000

円，学生1000円(大学院生除く)

●問い合わせ・申し込み先

氏名，所属，連絡先を明記の上，

FAXまたはe-mailで申し込みくだ

さい。

学会事務局

〒812-8582福岡市東区馬出3-1-1

九州大学病院地区総合研究棟2F

九州大学医学部保健学科発達看護学

講座内

TEL／FAX：092-642-6743

e-mail：yukari＠shs.kyushu-u.ac.jp
 

URL：http://www.jmica.org/11
 

kaisyuukai.html

第 回日本周産期・

新生児医学会学術集会

●テーマ 育む―周産期の sus-

tainability

●日時 7月10日(日)－12日(火)

●会場 札幌コンベンションセンタ

ー(北海道札幌市白石区東札幌6条

1-1-1)，札幌市産業振興センター

(札幌市白石区東札幌5条1-1-1)

●プログラム

(トピックスは変更の可能性あり)

「DOHaD」「持続可能な次世代周産

期システム」「Co-medical育成の戦

略」「新生児外科疾患の周産期・新

生児管理」「早産児の発達障害」

「TTTSの周産期・新生児管理」「周

産期母体感染症」「NICUにおける育

児」「周産期分野(特にNICU)での医

師確保」「産科医療保障制度の検証

―司法，行政関係者を交えて」「周

産期医療における国際貢献」

・市民公開講座「育児に関して

(仮)」橋本聖子(参議院議員)

・懇親会(学会メイン会場1階)7月

10日(日)18：45～，参加費無料

●参加費 医師1万5000円，助産

師・コメディカル5000円(3日間と

も参加可能。昼食は教育セミナー内

で弁当を無料配布)

●問い合わせ・申し込み先

・学会運営事務局

北海道札幌市中央区北5条西5丁目

2-12住友生命札幌ビル7階 (株)

コングレ北海道支社

TEL：011-233-0005

FAX：011-233-0035

e-mail：jspnm2011＠congre.co.jp

・学会事務局(担当：長和俊，森川

守)

〒060-8638北海道札幌市北区北

15条西7丁目 北海道大学大学院

医学研究科産科生殖医学分野／北海

道大学病院産科・周産母子センター

TEL：011-706-6051

FAX：011-706-6051

e-mail：jspnm2011＠huhp.hkudai.

ac.jp

聖路加看護大学看護実践

開発研究センター

年度認定看護管理者

ファーストレベル講習

●日時 8月22日(月)－9月28日

(水)

●受講資格 ①大学受験資格のある

もの／②日本国の保健師，助産師お

よび看護師の何れかの免許取得後，

実務経験が通算5年以上あるもの

●参加費 18万円

●定員 70名

●選抜方法

(1)書類審査

(2)小論文：課題「私が認定看護管

理者ファーストレベル講習を受講す

る理由」(形式：A4用紙 1枚1000

字程度(パソコン使用のこと。手書

きは不可)。

●申し込み方法

・下記URLより募集要項・申込書

をダウンロードしてください。

http://rcdnp.slcn.ac.jp/first/

・申し込みは郵送にて受け付けま

す。封筒の表に「認定看護管理者フ

ァーストレベル講習申込書類在中」

助産雑誌 /
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と朱書きしてください。その際，小

論文および出願料1万円分の郵便

局「普通為替証書」を同封してくだ

さい。

●申し込み先

〒104-0045東京都中央区築地3-

8-5 聖路加看護大学2号館看護実

践開発研究センター 認定看護管理

者講習事務係

●申し込み受付期間 6月13日(月)

－24日(金)＊6月24日消印有効。

日本災害看護学会

第 回年次大会

●日時 9月9日(金)・10日(土)

●会場 大宮ソニックシティ

●テーマ 災害看護の原点にたち未

来を拓く―私たちは何のために，ど

のように在り，どこに向かうか

●参加予定者数 約1200名

●問い合わせ先

【大会事務局】

日本赤十字社事務局看護部

〒105-8521東京都港区芝大門1-

1-3

TEL：03-3437-7505

FAX：03-3438-1339

【大会運営事務局】

(株)コンベンションリンケージ

〒102-0075東京都千代田区三番町2

三番町KSビル

TEL：03-3263-8688

FAX：03-3263-8693

e-mail：saigaikango13＠secretariat.

ne.jp
 

URL：http://www.c-linkage.co.jp/

saigaikango13/

第 回日本糖尿病教育･

看護学会学術集会

●日時 9月24日(土)・25日(日)

●会場 東京ビッグサイト(東京都

江東区有明3-11-1)

●テーマ 糖尿病看護ネットワーク

●プログラム 会長講演／特別講

演／教育講演／シンポジウム／ワー

クショップ／特別プログラム／一般

演題／交流集会ほか

●参加費 (事前登録)会員8000円，

非会員1万円，学生(大学院生含む)

4000円／(当日参加)会員1万円，

非会員1万2000円，学生(大学院

生含む)5000円

＊事前参加登録期間：5月10日

(火)－8月1日(月)

●問い合わせ先

運営事務局

〒100-0013東京都千代田区霞が関

1-4-2 大同生命霞が関ビル18階

日本コンベンションサービス(株)

メディカルカンパニー本社グループ

TEL：03-3508-1265

FAX：03-3508-1302

e-mail：jaden16＠convention.co.jp

●申し込み先

PC：http://www2.convention.co.jp/

jaden16

携帯：http://www.jaden16.

com

第 回日本母性衛生学会

総会･学術集会

●日時 9月29日(木)－30日(金)

●会場 国立京都国際会館(京都市

左京区宝ヶ池)

●テーマ 「性」から「生殖」へ，そ

して「母性」へ

●プログラム

会長講演「性と生殖から母性を問

う」菅沼信彦(京都大学大学院医学

研究科人間健康科学系専攻教授)／

特別講演「私の出会った人々」阿川

佐和子(作家・エッセイスト)／教

育講演：吉村正(吉村医院・お産の

家院長)，根津八紘(諏訪マタニテ

ィークリニック院長)，大川玲子

(日本性科学会理事長)，三原誠(東

京大学形成外科・美容外科)，ほ

か／シンポジウム／市民公開講座

「男女共同参画社会の在り方と問題

点」

●参加費 会員1万2000円，非会

員1万5000円

●問い合わせ・申し込み先

【学会本部】

京都大学大学院医学研究科人間健康

科学系専攻

〒606-8507京都市左京区聖護院川

原町53

TEL／FAX：075-751-3912

e-mail：bosei-52nd＠hs.med.kyoto-

u.ac.jp
 

URL：http://www.bosei-eisei.org/

【運営事務局】

〒102-0083東京都千代田区麹町4-

2-6 第2泉商事ビル5F (株)MA

コンベンションコンサルティング

TEL：03-5275-1257

FAX：03-5275-1192

e-mail：info＠macc.jp
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★情報お待ちしています
〒113-8719東京都文京区本郷1-28-23医学書院『助産雑誌』編集室

●FAX：03-5804-0485 ●e-mail：josan＠igaku-shoin.co.jp
告知したいイベント，セミナーなど編集室にお寄せください。開催日の約2か月前にFAX，郵送，e-mailなどでお送りいただけると幸いです。
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